
共生と創造 ～ あじさい看護福祉専門学校の教育理念 ～ 
あじさいは、性質の異なったひとつひとつの花が集まって一輪の花となる。 

人もまた人として生まれ、人間となるために、社会、文化の影響を受けて自らも構成員として環境を創造していく。 これは 

あたかもあじさいが、陽光や水を受けて、土壌（環境）の変容を受け止め、その色や形が自在に変化していく様にも似ている。 

花は水の青になじみ、誰にも好かれ、和をもって一輪の花となる。看護・介護もまた、人と人との出会いではじまり、共に生き、 

創造していくものである。 

学生はあじさいの如く、人との交流を通して変容し、自己の内にエネルギーを育んでいく。 

そして、将来個人との相互交流を豊かにし、個人に応じた看護・介護が創造できるエネルギーを持ち続けることが重要である。 

ここに共生と創造を謳う。 

なお、あじさいは美濃加茂市の花である。 
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 ９月３０日、美濃加茂市にあるプラザちゅ

うたいで毎年恒例の交流スポーツ大会を

開催しました。 

 スローガンには「はじけろ！！パッショ

ン！」を掲げ、実行委員さんたちの綿密な

準備のもとスタートしました。 

 普段は勉強で忙しい学生たちですが、看

護学科、介護福祉学科の垣根を超えて全

学年が団結し、楽しみながら交流を図るこ

とができました。  

 午前中は、しっぽとり、棒引き、借り人競

争、○×クイズが行われました。借り人競

争では、学生だけでなく教員も借り人として

大活躍しました！ 

 昼食をはさんで午後からはソフトバレー

ボールを行いました。昼食後すぐに練習を

はじめ、試合では真剣勝負で燃え上がりま

した。負けてしまったチームも他のチーム

を応援し、最後までみんなが一つになり盛

り上がりました。 
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 １０月２７日、看護学科１年生の『安寧

を支える看護』の授業で、「Ｄｏｇ ボラン

ティアクラブ」の代表 坂本政子さんと犬

のエマちゃんが来校、アニマルセラピー

（動物との触れ合いによって心身の状態

を改善させる治療法）についてのご講義

を頂きました。 

 【学生の振り返り】 

☆エマちゃんは、人の気持ちを読み取る

ことのできる犬で、エマちゃんがいるだけ

で優しい気持ちになることができました。

精神的・身体的に落ち込んでいる人に対

して、存在だけで安心感を与えることが

できるエマちゃんがうらやましくも感じまし

た。会話することができない分、人の気

持ちを敏感に感じ取り、存在だけで癒し

を与えることができるのは、アニマルセラ

ピー犬ならではの能力だと思いました。私

も看護を行う上で、精神的に支えること

ができる看護師になりたいと思いました。 

☆エマちゃんに実際に触れてみて、本当

に可愛く心が癒されました。クラス中の誰

もが、エマちゃんに触れて笑顔になって

いました。このように犬は人の心を癒して

くれたり、心を温めてくれ、病に苦しむ人

達の心と体の健康の質の向上につなが

ると思いました。また犬の温かさを感じる

ことで、治療や入院に不安を持っている

患者さんたちは安心感を持つことができ

ると思いました。 

 ９月２３日、「第７０回全国レクリ

エーション大会in岐阜」開会式が

岐阜市の岐阜メモリアルセン

ターで行われました。介護福祉

学科の１年生、２年生が会場の

ボランティアスタッフとして参加さ

せて頂きました。 

 翌日は岐阜県内各地で様々

なレクリエーション競技が行わ

れ、本校の学生は美濃加茂市

のプラザちゅうたいで行われたユ

ニカールに参加された方々のお

手伝いをさせいていただきまし

た。 

【学生の振り返り】 

☆私たちは開会式のボランティ

アとして参加させて頂きました。

参加者の皆さんの笑顔を見て、

この大会を楽しみにされていたこ

とが伝わってきました。普段あま

り接点のない他校の学生との交

流も持つことができ、貴重な経験

でした。 

☆今回レクリエーション大会に参

加するまで、私はユニカールとい

う競技のことを全く知りませんでし

た。ルールを教えてもらい、実際

に体験してみると、体力だけでな

く頭も使う奥の深いものであると

いうことが分かり、夢中になりまし

た。会場には老若男女問わず大

勢の方が全国から集まっており、

競技を通して親交を深めておら

れました。私もその橋渡しの一員

としてボランティア参加できてとて

も良い経験をさせて頂きました。 

介護福祉学科   全国レクリエーション大会 in 岐阜 

看護学科   アニマルセラピー 

これがレクリエーション

競技の一つ、ユニカール

です。カーリングをシー

ズンオフでも楽しめるよ

うに考案された競技です 



  

 ９月１９日から９月２８日まで看護学科の研修旅行があり、イギ

リス、フィンランド、エストニアを巡りました。特にイギリスでは、ホ

スピスの先駆けであるドロシーハウスでの視察・研修、ナイチン

ゲールミュージアムの見学など、看護に関する見聞を広められ

た非常に有意義な旅となりました。 

【学生の振り返り ～ドロシーハウス～ 】 

 ドロシーハウスでは、緩和ケア、在宅看護について実際に働い

てみえる専門の看護師さんからお話を聞くことができて、「よい看

護は良質なアセスメントから始まる」ということを改めて学ばせて

頂くことができました。また行動だけが看護であるのではなく、そ

の場にいること、患者さんに対する思いなど

も看護であり、看護とは私たち人間そのもの

が大きく関わっているのだと感じました。この

学びをこれからも大切にし、看護につなげて

いきたいと思います。 

 私には、男の子３人の子どもがいます。平日私は仕事、子ども達はそれぞれ幼稚園、託児所に行くため一日

があっという間に過ぎていきます。土日は子どもと遊ぶために晴れた日は公園

に行きます。寒さが身に染みるようになり、「寒いから児童館に行く？」と聞

くと、5歳の長男に「晴れの日は公園で遊ぶんだよ！！」と言われました。その

前の週に、長男が「児童館に行きたい」と言ったのを、私が同じ言葉で説得し

たのをそのまま言われました。最近しっかり者の長男に注意されることが多々

あります。 

 そんな長男の最近のブームは、木登りです。お気に入りの木がある公園に行

くと一目散に木のところに行き、あっという間に登ってしまいます。前まで2

メートルほどまでしか登れなかったのが、最近3メートルほど登れるようにな

り、私はいつも「サル！！」と突っ込みながらも、褒めると長男は得意気な顔

をしながら嬉しそうにします。弟たちも負けじと自分も登ろうとしますが、兄

のところまでには届かず断念しています。 

 子どもの成長は早く、前まで出来なかったことがすぐにできるようになりま

す。それぞれの成長を楽しみに、仕事に育児に頑張りたいと思います。 

                           看護学科教員 櫻井彩香 

 ▲ドロシーハウスでの研修 

 ▲ストーンヘンジにて  ▲ナイチンゲールミュージアム 

海外研修旅行 ～イギリス・フィンランド・エストニア～ 

 教職員によるリレーコラム  第２０回 こ こ ろ ＠ あ じ さ い  

 ▲ナイチンゲール像前にて 
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看 護 学 科 介護福祉学科 

看護学科２年  竹内 里藍 

瑞浪高等学校 卒 

介護福祉学科2年  大内 美希 

中京高等学校 卒 

入試区分 願書受付期間 試験日

一　 般③ １２月１２日 ～　１月１３日 　１月２２日（日）

一　 般④ 　２月１３日 ～　３月１３日 　３月１８日（土）

入試区分 願書受付期間 試験日

一　 般② 　１月１６日 ～　２月１３日 　２月１８日（土）

一　 般③ 　２月２０日 ～　３月１３日 　３月１８日（土）

 私が本校に入学してもうすぐ２年が経とうとしていま

す。２年生後期からは領域別の実習が始まり、患者さん

と関わらせて頂いています。私は精神看護実習におい

て、患者さんの思いを知らないまま看護を行ってしま

い、患者さんの持つゴールと自分の持つゴールがずれて

しまいました。そこから私は、自分の傾向に気づき、患

者さんを多方面から捉えアセスメントしていき、患者さ

んの思いに寄り添った看護をしていくことが大切だと学

びました。 

 これは、精神看護実習だけではなく今後の実習にも共

通して言えることです。今後の実習で患者さんを受け持

たせて頂く時は、患者さんは今

どんな状況にいるのか、どうし

ていきたいのか、私たちが患者

さんの求めているものを多方面

からアセスメントし、患者さん

の思いに寄り添った看護を提供

していけるよう、今より知識や

技術を磨き今後の実習も頑張っ

ていきたいです。 

 私が介護を一から学ぼうと思ったきっかけは、母が骨折して入
院したことでした。退院後も少しの間は介護が必要な状態でした

が、私は何もすることができませんでした。現在は元気になりま

したが、将来介護が必要になったときの為に知識と技術を身につ

けたいと思いました。しかしこれまでボランティアに参加したこ

とはあったものの、高齢者との会話の難しさ、介護の大変さを見

ており、不安な気持ちもありました。 

 母の勧めでこの学校を見学した時、丁寧な指導による生活支援

技術に加え、高齢者の身体面や病気、心理面の理解などの知識を

深め、学んだ事を活かし実践できる実習があり、また充実した奨

学金制度があることを知り入学を決意しました。 

 ２年間の学校生活では、共に介護福祉士を目指す仲間に出会

い、新しい知識を身につける楽しさ

を知り、毎日がとても充実していま

す。実習では学んだ技術を活かすこ

とが出来、実際の介護の現場を知る

機会にもなりました。就職するにあ

たり不安な気持ちもありますが、２

年間で身につけた知識や技術に自信

を持って安全・安楽な介護を実践

し、利用者の日常生活を支援して

きたいと思います。 

QRコードは 

こちらです 

在校生からのメッセージ 

入 学 試 験 の ご 案 内 


